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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

25年３月期  205,215  1.4  1,957  7.5  2,729  6.0  1,538  31.3

24年３月期  202,402  2.1  1,820  75.1  2,575  52.4  1,171  42.0

（注）包括利益 25年３月期 2,829百万円（ ％） 81.7   24年３月期 1,557百万円 （ ％）233.5

  
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

25年３月期  61.24  －  3.8  2.6  1.0

24年３月期  46.66  －  3.1  2.5  0.9

（参考）持分法投資損益 25年３月期 45百万円   24年３月期 31百万円 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

25年３月期  107,968  41,482  38.4  1,651.67

24年３月期  105,862  38,954  36.8  1,550.99

（参考）自己資本 25年３月期 41,482百万円   24年３月期 38,954百万円

  
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

25年３月期  1,669  △1,594  △393  19,597

24年３月期  2,292  522  △401  19,910

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年３月期 －  6.00 － 6.00 12.00  300 25.7 0.8

25年３月期 －  6.00 － 9.00 15.00  376 24.5 0.9

26年３月期（予想） －  12.50 － 7.50 20.00   32.4  

平成26年３月期（予想）の中間配当12円50銭の中に、(株)ほくやく創業100周年記念配当５円が含まれております。

３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  105,000  3.9  950  △0.1  1,350  2.8  700  4.1  27.87

通期  210,000  2.3  2,000  2.2  2,800  2.6  1,550  0.8  61.71
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※  注記事項 

  
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

  

  

  
（３）発行済株式数（普通株式） 

  
（参考）個別業績の概要 

１．平成25年３月期の個別業績（平成24年４月１日～平成25年３月31日） 

  

  
（２）個別財政状態 

  
 

  
  
※  監査手続の実施状況に関する表示 

 
  
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：  無   

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 有

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無

③  会計上の見積りの変更                ： 有

④  修正再表示                          ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年３月期 25,976,221株 24年３月期 25,976,221株

②  期末自己株式数 25年３月期 860,496株 24年３月期 860,329株

③  期中平均株式数 25年３月期 25,115,851株 24年３月期 25,116,125株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

25年３月期  1,508  1.4  640  △1.1  629  △1.5  582  0.2

24年３月期  1,488  0.1  647  15.5  639  10.8  581  4.7

  
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 

25年３月期  23.19  －

24年３月期  23.14  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

25年３月期  36,227  36,018  99.4  1,434.11

24年３月期  35,968  35,737  99.4  1,422.92

（参考）自己資本 25年３月期 36,018百万円   24年３月期 35,737百万円

２．平成26年３月期の個別業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

  売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  789  △2.5  343  △8.9  322  △9.4  12.83

通期  1,487  △1.4  585  △7.0  549  △5.6  21.89

この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく連結財務諸表の監査手続が実施中です。

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「経営成績に関する分

析」をご覧ください。



  

  

○添付資料の目次

１．経営成績・財政状態に関する分析 ……………………………………………………………………………………  2
（１）経営成績に関する分析 ……………………………………………………………………………………………  2
（２）財政状態に関する分析 ……………………………………………………………………………………………  3
（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 ……………………………………………………………  3
（４）事業等のリスク ……………………………………………………………………………………………………  4

２．企業集団の状況 …………………………………………………………………………………………………………  5
３．経営方針 …………………………………………………………………………………………………………………  6
（１）会社の経営の基本方針 ……………………………………………………………………………………………  6
（２）目標とする経営指標 ………………………………………………………………………………………………  6
（３）中長期的な会社の経営戦略 ………………………………………………………………………………………  6
（４）会社の対処すべき課題 ……………………………………………………………………………………………  6

４．連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………………………………  7
（１）連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………………  7
（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 ………………………………………………………………………  9

（連結損益計算書） ………………………………………………………………………………………………  9
（連結包括利益計算書） …………………………………………………………………………………………  11

（３）連結株主資本等変動計算書 ………………………………………………………………………………………  12
（４）連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………………  14
（５）連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………………………  16

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………………………  16
（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項） …………………………………………………………  17
（会計方針の変更） …………………………………………………………………………………………………  19
（連結損益計算書関係） ……………………………………………………………………………………………  20
（連結包括利益計算書関係） ………………………………………………………………………………………  22
（連結キャッシュ・フロー計算書関係） …………………………………………………………………………  23
（セグメント情報等） ………………………………………………………………………………………………  24
（１株当たり情報） …………………………………………………………………………………………………  29
（重要な後発事象） …………………………………………………………………………………………………  29
（開示の省略） ………………………………………………………………………………………………………  29

５．個別財務諸表 ……………………………………………………………………………………………………………  30
（１）貸借対照表 …………………………………………………………………………………………………………  30
（２）損益計算書 …………………………………………………………………………………………………………  32
（３）株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………………………………  33
（４）個別財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………………………  35

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………………………  35
（重要な会計方針） …………………………………………………………………………………………………  35

６．その他 ……………………………………………………………………………………………………………………  36
（１）役員の異動 …………………………………………………………………………………………………………  36

㈱ほくやく・竹山ホールディングス (3055) 平成25年3月期 決算短信

－ 1 －



(1）経営成績に関する分析 

 ①当期の経営成績 

 当連結会計年度におけるわが国経済は、復興需要などの内需による牽引が一部に見られたものの、対外経済環

境の不安定感から弱めに推移しました。輸出環境の改善や経済対策、金融政策を背景とした景気回復への期待は

高まってきておりますが、世界経済の減速懸念や電力供給不安などから景気先行きには依然として不透明感が漂

っております。 

 医療業界におきましては、平成24年４月に診療報酬と介護報酬の同時改定が行われました。診療報酬はわずか

ながらプラスに改定されましたが、薬価および償還価格が大幅に引き下げられ厳しい局面が続いております。 

 当社は、総合ヘルスケア企業グループとして「ホールディングスは一つ」をスローガンに掲げ、各事業の強化

はもとより、事業間連携によるシナジーの最大化により、お得意先の利便性向上のための活動を進めてきており

ます。平成24年度からは第二次中期３ヵ年計画がスタートし、各事業の更なる強化と事業間連携の具現化による

サービス機能の強化を推進しております。 

 グループ内部のＩＴ基盤再構築を目的として発足した「キメラプロジェクト」では、各事業の基幹システム統

合やお得意先支援機能開発を進めてきました。７月に立ち上げたＳＰＤ事業本部では、お得意先の経営改善提案

となる医薬品・医療材料の総合物品管理業務に本格的な取り組みをはじめ、成果を上げつつあります。８月には

総合ヘルスケア企業グループに相応しい人材育成の一環として、小樽商科大学と連携した「ほくたけビジネスス

クール」を開講しました。物流面におきましては、温度管理医薬品の管理精度の更なる向上を目指したツールの

導入をはじめとして、種々の施策の取組みにより物流の一層の機能強化を継続しております。 

 このような状況において、当連結会計年度における売上高は2,052億15百万円（前年同期比1.4％増）となりま

した。また、営業利益は19億57百万円（同7.5％増）、経常利益は27億29百万円（同6.0％増）、当期純利益は15

億38百万円（同31.3％増）となりました。  

 ②セグメントの状況 

    医薬品事業 

 医薬品事業におきましては、昨年４月の薬価改定による薬価ベース6.0％の引下げが実施され、受診抑制の動

きの下、後発医薬品が拡大基調で推移する中厳しい市場環境となりました。また、当期におきましても、厚生労

働省の「医療用医薬品の流通改善に関する懇談会」の緊急提言に基づき、医薬品の流通改善のための取組みを引

き続き推進いたしました。このような中、売上高は、高齢化社会の進展を背景として需要が拡大している生活習

慣病薬、抗がん剤などが引き続き堅調に推移しました。利益面では、製品ごとのきめ細かな価格交渉を進めるこ

とにより適正な利益確保に努めてまいりました。その結果、売上高は1,597億87百万円（前年同期比1.0％増）、

営業利益は８億60百万円（同26.1％増）となりました。 

     医療機器事業 

 医療機器事業におきましては、４月の診療報酬改定に伴い、償還価格材料の引下げや市場競争の激化による納

入価格の低下傾向は続いております。しかしながら、画像診断機器をはじめ眼科・手術関連機器などの大型機器

の買い替え需要や病院等の新築案件に伴う受注の獲得に加え、医療材料の伸びにも支えられ、売上高は順調に推

移しました。また、売上増加の影響により利益額も増加いたしました。その結果、売上高は404億62百万円（前

年同期比3.0％増）、営業利益は５億31百万円（同8.5％増）となりました。 

調剤事業  

 調剤事業におきましては、４月の調剤報酬改定による調剤技術料への影響はわずかでしたが、薬価引下げによ

る薬剤料の落ち込みが業績に影響を与えました。新規出店や新製品等の売上への寄与もあり、売上高は前年並み

を確保しましたが、利益面では薬価引下げの影響をカバーするまでに至らず、厳しい状況で推移いたしました。

その結果、売上高は85億93百万円（前年同期比1.8％増）、営業利益は２億58百万円（同31.6％減）となりまし

た。 

介護事業 

 介護事業におきましては、福祉用具レンタル・販売および住宅改修において福祉用具サービス計画や納品後の

フォローの徹底、品揃えの充実、営業員の増員・育成による迅速なサービス提供体制の強化を図って参りまし

た。新規事業所の開設も寄与し売上高は順調に推移いたしましたが、レンタル品在庫の増加や営業員の増員など

により販管費が増加し、利益面におきましては前年を下回りました。その結果、売上高は17億59百万円（前年同

期比8.6％増）、営業利益は１億72百万円（同4.0％減）となりました。 

③次期の見通し 

 平成24年４月の診療報酬と介護報酬の同時改定において、地域における医療・介護提供体制の中長期の方向性

が示されました。「施設から地域へ、医療から介護へ」という地域包括ケア構築へと進む流れにあって、地域特

性を踏まえた施設の機能分化と連携、在宅への方向性が鮮明になってきています。また、一方で、薬価および償

還価格の引下げ幅は大きく、医薬品事業、医療機器事業に対する経営の効率化が引き続き求められます。 

１．経営成績・財政状態に関する分析
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 医薬品事業においては、医療用医薬品の流通改善第３ラウンドにおける、新薬価制度下の取組みが引き続き求

められます。医療機器事業においては、競争の激化による再編圧力が更に強まることが予想されます。 

 このような事業環境において、ほくやく・竹山ホールディングスは、総合ヘルスケア企業として地域の命と安

全と安心を支える使命のもとに、規律ある行動と強い倫理観を持って活動してまいります。また、「予防・治

療・調剤・リハビリ・介護」などのヘルスケア市場のニーズの変化に対して、グループ各社が更に専門性を強化

すると同時に、企業グループとしての強みを活かした多様なサービスの開発・提供を通じて、地域に貢献してま

いります。さらに、グループ全体の効率的な運営と財務体質の強化を図るとともに、キャッシュフロー重視の経

営を引き続き進めてまいります。。 

 以上により、次期の連結業績の見通しにつきましては、売上高2,100億円（前年同期比2.3％増）、営業利益20

億円（同2.2％増）、経常利益28億円（同2.6％増）、当期純利益は15億50百万円（同0.8％増）を予想しており

ます。 

(2）財政状態に関する分析 

 当社のキャッシュ・フローの状況について 

 当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、売上債権の減少、棚卸資産の増

加および仕入債務の減少等により、当連結会計年度末には195億97百万円（前年同期比1.6％減）となりまし

た。 

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は16億69百万円（前年同期比27.2％減）となりました。これは主に税金等調整

前当期純利益が26億79百万円（同11.8％増）、売上債権の減少14億56百万円（前年同期は15億21百万円の増

加）、棚卸資産の増加11億61百万円（同４億52百万円の減少）、仕入債務の減少９億22百万円（同11百万円の

減少）および法人税等の支払額18億18百万円（前年同期比401.3％増）によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は15億94百万円（前年同期は５億22百万円の獲得）となりました。これは主

に、有形固定資産の取得９億78百万円（前年同期比328.1％増）、無形固定資産の取得５億54百万円（同

340.2％増）、投資有価証券の売却による収入１億24百万円（同93.3％増）および貸付による支出１億３百万円

（同106.7％増）によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は３億93百万円（前年同期比2.0％減）となりました。これは主に、配当金の支

払３億１百万円（同0.3％増）およびリース債務の返済83百万円（同17.4％減）によるものであります。 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は、株主の皆様への利益還元を経営の最重要課題のひとつと位置づけたうえで、財務体質の強化と将来を見

据えた事業展開に必要な内部留保の充実を勘案し、安定した配当政策を実施することを基本方針としています。今

後も、中長期的な視点に立って、グループとしてのシナジーの実現が見込まれる設備投資等に経営資源を投入する

ことにより、持続的な成長と企業価値の向上ならびに株主価値の増大に努めてまいります。 

当期末配当につきましては、１株につき９円（既に実施済みの中間配当６円と合わせ年間15円）とすることを予

定しております。 

また、次期の配当につきましては、次期の業績予想を総合的に勘案し、安定的な継続配当の観点からも、現時点

では中間配当金として１株につき７円50銭に㈱ほくやく創業100周年記念配当５円を加算し12円50銭、期末配当と

して７円50銭、年間としては１株につき20円を予定しております。 
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(4）事業等のリスク  

当社および当社グループでは、現時点で考えられるリスクとその発生の可能性を認識した上で、発生の回避およ

び発生した場合の対処に努めております。当社グループを取り巻く様々なリスクの要因の分析と対応に関しまして

は、経営会議にて検討ならびに意思決定を行っております。 

なお、当社は、これらのリスク発生の可能性を認識した上で、発生の回避および発生した場合の対処に努めてお

ります。 

①国の医療費抑制策の影響について 

 当社の主力商品である医療用医薬品ならびに医療機器の販売においては、引き続き国の医療費抑制策や税と社会

保障の一体改革により大きな影響を受けております。これらによる薬価基準や償還価格の引下げ等は、当社の売上

や利益を左右する大きな要因になっております。 

 このような影響への対策として、市場の変化に耐え得る強靭な財務体質の構築が不可欠な条件と捉えておりま

す。従来から財務体質の強化を図ってまいりましたが、今後もキャッシュ・フローを重視した経営を進め、全国ト

ップレベルの経営効率を目指してまいります。 

②債権管理について  

当社の事業では、医療機関をはじめとしたお得意先に対し、多額の売上債権を持っております。そのお得意先に

おいては、近年の医療費抑制政策等に伴う財務状況の悪化が懸念される先もあり、当社の債権管理にも悪影響を及

ぼす可能性があります。これに対し当社は、取引の信用リスクの最小化を目的に「与信管理システム」による個別

売上債権の管理を強化しております。また、売上債権の保全を目的として、一部のお得意先から保証・担保を受け

入れ、回収不能時に発生する損失の見積額については、個別状況に応じて貸倒引当金を計上しております。 

当社では、今後、債権管理を一層強化して行く方針でありますが、お得意先の財務状況等の悪化により、売上債

権回収不能が発生した場合、追加引当が必要となる可能性があります。 

③物流機能について 

 当社では、お得意先に対する薬事法をはじめとする法令に準拠した安定的かつ安全な物流機能が不可欠であると

の認識にもとづき物流管理をおこなっております。特に、当社内においては、インシデント（物流に関わる事故）

や遅配・誤配が発生した場合には、当社に対するお得意先の信頼を損なう事態にもなりかねないとの認識をしてお

ります。このため、インシデントを毎月、物流安全委員会に報告して原因から経過までの問題を認識し、再発防止

を社内で共有する管理体制を取っております。 

 また、当社では自然災害を含めた有事に対して、地域の医療緊急体制への対応並びにお得意様への医薬品の安定

供給機能を維持することを目的とした「事業継続計画」をもって有事に備える体制を確立しております。 

 当社は、今後とも、お得意先をはじめ地域の自治体等との連携に向けた物流機能の万全を期して行く方針であり

ますが、予測が出来ない事故等の発生は、当社の事業の業績に影響を与える可能性があります。 

④カスタマーセンターの運用並びに情報システムについて 

 当社ではグループの主力事業である医療用医薬品事業、業務の効率化と標準化を目的として、医療機関等のお得

意先からの電話による受注業務並びに仕入先への発注業務について「カスタマーセンター」での一元管理を推進し

ております。この「カスタマーセンター」の業務は情報システムに大きく依存しております。 

 当社の情報システムは、当社事業運営のインフラ（基盤）として、全ての業務の最適化と競争力強化を目的に構

築しており、上記の受・発注業務のほか、物流業務、経理業務等についても情報システムを活用しております。こ

のため、予測不可能な災害や通信網提供業者による障害の発生等の事態が生じた場合には、一時的にも通常の業務

が出来なくなる可能性があることも認識しております。 

 当社では現在、その対策として、「カスタマーセンター」独自の通信網の二重化並びに受注情報データのバック

アップ体制を取っております。 

⑤薬事法等の規制について  

当社の中心的な取扱商品は医薬品等であることから、日常の業務については薬事法等の規制を受け、麻薬・向精

神薬・劇薬や高度医療機器などについては厳重な管理を求められており、万一、紛失等の事故が起きた場合には社

会的な信用に影響が出る可能性があります。そのため、このような医薬品等を保管する場所には、これらの法律に

精通した管理薬剤師を常時配置し、厳格な対応を行っております。社内組織においても薬事管理室を設置し、管理

マニュアルに基づいた医薬品の管理体制を徹底するとともに、チェック体制におきましても、物流部や監査室によ

る定期的な監督・指導を実施しており、その結果は物流安全委員会に報告され具体的な対策を講じております。ま

た、社内教育として、全社員を対象とした薬事研修を実施するなど、全社を挙げて管理体制の充実を図っておりま

す。 

⑥個人情報の管理について  

当社が関わる事業においては、多くの医療従事者や患者様等からの重要な個人データを取り扱っております。医

療従事者および患者様等に関する個人データは、その価値および高秘密性から、その取り扱いに不備があった場

合、一般的な個人データの漏洩の場合に比べ、より重い責任を生ずる可能性があり、全社を挙げて安全管理に努め

ております。  

㈱ほくやく・竹山ホールディングス (3055) 平成25年3月期 決算短信

－ 4 －



 

（※）持分法適用会社  

  

 有限会社ヤマナダにつきましては、平成24年12月１日付で同社の株式を当社の子会社である株式会社パルス

が取得いたしました。また、株式会社ＨＱＦにつきましては、平成24年12月11日付で同社の株式を当社の子会社

である株式会社アドウイックが取得いたしました。 

 株式会社長澤薬局につきましては、平成24年10月12日付で同社株式の40％を当社の子会社である北日本調剤株

式会社が取得いたしました。 

２．企業集団の状況
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（１）会社の経営の基本方針 

 当社グループは、「北海道に根ざした、総合ヘルスケア企業グループとして健康を願う人々を支えつづけます」を

基本理念としております。医薬品事業と医療機器事業の二つの事業をコアとして「予防・診断・治療・調剤・介護」

という地域における健康ネットワーク全体の円滑な活動を支えて、患者様とご家族の満足の実現をめざします。 

  

（２）目標とする経営指標 

 当社グループは、平成24年度よりスタートする第二次中期３ヵ年経営計画において、最終年度である平成26年度の

グループ目標を連結売上高2,150億円、経常利益30億円、ＲＯＥ（自己資本利益率）4.0％として活動を進めてまいり

ます。 

  

（３）中長期的な会社の経営方針 

 わが国は、急速な少子高齢化による人口構成の変化と人口の減少が予測されます。これらが進展する中で、高齢者

ができる限り住み慣れた地域で医療・介護・福祉のサービスを享受するための「地域包括ケアシステム」の実現へ向

けた取り組みが進められております。この事業環境の大きな変革を迎えて、当社グループは「ホールディングスはひ

とつ」を合言葉に、存在感のある企業グループをめざしての「次の一手」を推進してまいります。 

  

①お得意先との新たな関係作り 

 「コミュニケーション№１」を合言葉に、グループ企業の競争力の強化につとめ、お得意先とのコミュニケーショ

ンレベルを高めて、求められる新たな機能やサービスの開発・提案をもって、新しい時代にふさわしい関係作りに取

り組んでまいります。 

  

②地域包括ケアシステムへの対応 

 当社グループは、「地域包括ケア」構築へと進む流れにあって、医薬品と医療機器流通、調剤事業、介護事業、Ｉ

ＣＴ事業などヘルスケア全体を網羅する事業を営む企業群で構成されております。この総合ヘルスケア企業グループ

として、事業相互間の連携による利便性の高い機能の開発と柔軟なサービス体制の構築をもって、お得意先や患者様

の多様なヘルスケアに関するニーズの変化にお応えしてまいります。 

  

③ソリューション営業の推進 

 お得意先の経営改善の一助となる提案を含む医薬品・医療材料の物品管理業務などをはじめ、経営課題解決へ向け

た様々なサービスをご提供してまいります。 

  

④ＩＴ戦略 

 お得意先の情報化推進のためのＩＴ基盤開発や諸システムのご提案などを推進しております。またグループ内部の

効率性と生産性向上のために、基幹システム統合や情報システム整備も積極的に行ってまいります。 

  

⑤人材育成 

 グループ各社の事業の相互理解を深め、総合ヘルスケア企業グループにふさわしい人材育成のためにグループ間の

人事交流を積極的に行っています。当社の事業活動のすべては、お得意先ごとのニーズにこたえる「顧客満足度の追

求」からはじまります。個別のニーズに応じて社員一人ひとりが、グループ各社が持つ専門ノウハウと経営資源を最

大限に活用できる人材を育成します。 

  

⑥収益の改善 

 各企業における個別コストの削減に加えて、グループ間の共通業務の集約と効率化をすすめ、経費効率の改善を行

います。 

  

（４）会社の対処すべき課題 

 当社グループがさらに存在感のある企業として成長していくためには、総合ヘルスケア企業グループとしての組織

力の強化を計画的に高めていくことが不可欠であると認識しております。平成24年度にスタートした第二次中期３ヵ

年計画では、各事業の競争力強化はもとより、事業間の連携に、より具体的到達点を明確化させ総合力の強化をはか

っています。また、事業の枠を超えた新しいサービス開発・展開を加速し、グループシナジー実現を目指してまいり

ます。 

３．経営方針
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 20,050 19,739

受取手形及び売掛金 45,367 44,058

商品及び製品 12,888 14,008

仕掛品 － 50

繰延税金資産 603 1,040

その他 5,247 4,888

貸倒引当金 △40 △36

流動資産合計 84,117 83,749

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 13,024 13,492

減価償却累計額 △7,295 △7,726

建物及び構築物（純額） 5,728 5,766

土地 5,767 5,958

その他 1,942 2,042

減価償却累計額 △1,552 △1,632

その他（純額） 390 410

有形固定資産合計 11,885 12,135

無形固定資産   

のれん 36 206

ソフトウエア 829 678

その他 151 466

無形固定資産合計 1,017 1,351

投資その他の資産   

投資有価証券 7,391 9,423

長期売掛金 614 556

破産更生債権等 49 39

長期貸付金 151 42

繰延税金資産 122 117

その他 924 920

貸倒引当金 △411 △366

投資その他の資産合計 8,842 10,732

固定資産合計 21,745 24,219

資産合計 105,862 107,968
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 62,235 61,350

1年内返済予定の長期借入金 － 8

未払法人税等 1,180 982

賞与引当金 669 673

役員賞与引当金 115 95

返品調整引当金 52 55

繰延税金負債 － 0

その他 977 1,012

流動負債合計 65,230 64,179

固定負債   

長期借入金 － 5

繰延税金負債 571 1,179

再評価に係る繰延税金負債 142 142

退職給付引当金 271 286

長期未払金 457 455

資産除去債務 206 210

その他 28 26

固定負債合計 1,677 2,306

負債合計 66,907 66,485

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,000 1,000

資本剰余金 12,756 12,756

利益剰余金 25,608 26,830

自己株式 △425 △425

株主資本合計 38,938 40,160

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,198 2,489

土地再評価差額金 △1,181 △1,167

その他の包括利益累計額合計 16 1,322

純資産合計 38,954 41,482

負債純資産合計 105,862 107,968
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高 202,402 205,215

売上原価 ※5  187,404 189,798

売上総利益 14,998 15,417

販売費及び一般管理費   

荷造運搬費 744 780

貸倒引当金繰入額 16 －

給料及び手当 6,380 6,662

賞与引当金繰入額 603 606

役員賞与引当金繰入額 115 95

退職給付費用 357 345

法定福利費 983 1,070

賃借料 251 244

その他 3,725 3,654

販売費及び一般管理費合計 13,177 13,460

営業利益 1,820 1,957

営業外収益   

受取利息 18 19

受取配当金 173 183

受取事務手数料 378 386

不動産賃貸料 53 66

貸倒引当金戻入額 － 36

持分法による投資利益 31 46

その他 258 170

営業外収益合計 913 910

営業外費用   

支払利息 0 0

不動産賃貸原価 69 69

遊休資産諸費用 50 39

持分法による投資損失 － 1

その他 37 26

営業外費用合計 158 138

経常利益 2,575 2,729

特別利益   

固定資産売却益 ※1  0 ※1  1

投資有価証券売却益 14 92

その他 0 －

特別利益合計 15 93
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

特別損失   

固定資産売却損 ※2  18 ※2  0

固定資産除却損 ※3  54 ※3  13

投資有価証券評価損 54 2

減損損失 ※4  64 ※4  111

臨時損失 － 15

その他 4 0

特別損失合計 195 143

税金等調整前当期純利益 2,395 2,679

法人税、住民税及び事業税 1,369 1,619

法人税等調整額 △145 △478

法人税等合計 1,223 1,141

少数株主損益調整前当期純利益 1,171 1,538

当期純利益 1,171 1,538
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（連結包括利益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 1,171 1,538

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 365 1,291

土地再評価差額金 20 －

その他の包括利益合計 ※1,2  385 ※1,2  1,291

包括利益 1,557 2,829

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 1,557 2,829

少数株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 1,000 1,000

当期末残高 1,000 1,000

資本剰余金   

当期首残高 12,756 12,756

当期末残高 12,756 12,756

利益剰余金   

当期首残高 24,733 25,608

当期変動額   

剰余金の配当 △301 △301

当期純利益 1,171 1,538

土地再評価差額金の取崩 3 △14

当期変動額合計 874 1,222

当期末残高 25,608 26,830

自己株式   

当期首残高 △425 △425

当期変動額   

自己株式の取得 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 △425 △425

株主資本合計   

当期首残高 38,064 38,938

当期変動額   

剰余金の配当 △301 △301

当期純利益 1,171 1,538

自己株式の取得 △0 △0

土地再評価差額金の取崩 3 △14

当期変動額合計 874 1,222

当期末残高 38,938 40,160
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 833 1,198

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 365 1,291

当期変動額合計 365 1,291

当期末残高 1,198 2,489

土地再評価差額金   

当期首残高 △1,198 △1,181

当期変動額   

土地再評価差額金の取崩 16 14

当期変動額合計 16 14

当期末残高 △1,181 △1,167

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 △365 16

当期変動額   

土地再評価差額金の取崩 16 14

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 365 1,291

当期変動額合計 381 1,306

当期末残高 16 1,322

純資産合計   

当期首残高 37,698 38,954

当期変動額   

剰余金の配当 △301 △301

当期純利益 1,171 1,538

自己株式の取得 △0 △0

土地再評価差額金の取崩 20 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 365 1,291

当期変動額合計 1,255 2,528

当期末残高 38,954 41,482
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 2,395 2,679

減価償却費 1,069 1,021

繰延資産償却額 1 －

減損損失 64 111

のれん償却額 115 35

貸倒引当金の増減額（△は減少） △25 △48

受取利息及び受取配当金 △192 △203

支払利息 0 0

為替差損益（△は益） △2 △5

持分法による投資損益（△は益） △31 △45

固定資産売却益 △0 △1

固定資産売却損 18 0

固定資産除却損 54 13

投資有価証券売却損益（△は益） △11 △92

投資有価証券評価損益（△は益） 54 2

会員権評価損 0 －

売上債権の増減額（△は増加） △1,521 1,456

たな卸資産の増減額（△は増加） 452 △1,161

仕入債務の増減額（△は減少） △11 △922

未払消費税等の増減額（△は減少） 182 △119

退職給付引当金の増減額（△は減少） 25 15

賞与引当金の増減額（△は減少） △6 4

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 57 △19

未収歩戻金の増減額（△は増加） △612 644

預り金の増減額（△は減少） 12 14

その他の資産の増減額（△は増加） 578 △281

その他の負債の増減額（△は減少） △203 183

小計 2,463 3,284

利息及び配当金の受取額 192 203

利息の支払額 △0 △0

法人税等の支払額 △362 △1,818

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,292 1,669
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △275 △275

定期預金の払戻による収入 274 274

有形固定資産の取得による支出 △228 △978

有形固定資産の売却による収入 906 38

無形固定資産の取得による支出 △125 △554

無形固定資産の売却による収入 － 0

投資有価証券の取得による支出 △30 △74

投資有価証券の売却による収入 64 124

のれんの取得による支出 － △9

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ ※2  △52

貸付けによる支出 △50 △103

貸付金の回収による収入 4 17

その他 △16 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 522 △1,594

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 － △2

長期借入金の返済による支出 － △6

自己株式の増減額（△は増加） △0 △0

配当金の支払額 △300 △301

リース債務の返済による支出 △100 △83

財務活動によるキャッシュ・フロー △401 △393

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,416 △312

現金及び現金同等物の期首残高 17,493 19,910

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  19,910 ※1  19,597
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 該当事項はありません。  

   

(5）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）
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１．連結の範囲に関する事項 

連結子会社の数  13社 

連結子会社名は、「２．企業集団の状況」に記載しているため、省略しております。 

上記のうち、有限会社ヤマナダについては、平成24年12月１日付で同社の株式を取得したことにより当連結会計

年度より連結の範囲に含めております。また、株式会社ＨＱＦについても、平成24年12月11日付で同社の株式を取

得したことにより当連結会計年度より連結の範囲に含めております。これにより、当連結会計年度において連結子

会社が、２社増加いたしました。 

２．持分法の適用に関する事項 

持分法適用の関連会社数 ２社  

会社名 株式会社アグロジャパン、株式会社長澤薬局 

上記のうち、株式会社長澤薬局については、平成24年10月12日付で同社の株式を取得したことにより当連結会計

年度より持分法の適用範囲に含めております。これにより、当連結会計年度において持分法の適用会社が、１社増

加いたしました。 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

すべての連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。 

４．会計処理基準に関する事項  

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 

①有価証券 

その他有価証券 

（イ）時価のあるもの 

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は主とし

て移動平均法により算定） 

（ロ）時価のないもの 

移動平均法による原価法 

②たな卸資産 

主として移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）  

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

①有形固定資産 

（イ）リース資産以外の有形固定資産 

定率法を採用しております。 

（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）については、定額法によってお

ります。） 

なお、主な耐用年数は、以下のとおりであります。 

 建物及び構築物 ２～50年 

また、平成19年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年か

ら５年間で均等償却する方法によっております。  

（ロ）リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。  

②無形固定資産 

（イ）リース資産以外の無形固定資産 

定額法を採用しております。 

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採

用しております。  

（ロ）リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。  

③長期前払費用 

定額法を採用しております。  

(3) のれんの償却方法及び償却期間 

一定の年数（３～17年）で均等償却を採用しております。  

(4) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲  

手許現金、随時引き出し可能な預金および容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクし

か負わない取得日から３ヵ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）
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(5) 重要な引当金の計上基準  

①貸倒引当金 

売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

②返品調整引当金 

連結会計年度末日後の返品に備えるため、返品による損失見込額を計上しております。 

③賞与引当金 

従業員に対して支給する賞与の支出に備えるため、将来の支給見込額のうち当連結会計年度の負担額を計上し

ております。 

④役員賞与引当金 

役員賞与の支出に備えるため、支給見込額のうち当連結会計年度の負担額を計上しております。 

⑤退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務および年金資産の見込額に基づき当

連結会計年度末において発生していると認められる額を計上しております。 

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）

による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとしております。 

過去勤務債務は、その発生時の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により費用処理して

おります。  

(6) 消費税等の会計処理  

税抜方式によっております。  
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（減価償却方法の変更）  

 当社および連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１日以後に取得した有形固

定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これにより、従来の方法に比べて、当連結会計年度の営業利益、経常利益および税金等調整前当期純利益はそれぞ

れ増加しておりますが、金額が軽微なため記載を省略しております。  

（会計方針の変更）
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※１ 固定資産売却益の内容は次のとおりであります。 

  

※２ 固定資産売却損の内容は次のとおりであります。 

  

※３ 固定資産除却損の内容は次のとおりであります。 

  

（連結損益計算書関係）

  
前連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日）  

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日）  

器具備品 百万円 0 百万円 －

土地  －  1

計  0  1

  
前連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日）  

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日）  

建物 百万円 2 百万円 0

土地    15  －

車両運搬具    －   0

器具備品   0  －

電話加入権    －   0

計  18  0

  
前連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日）  

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日）  

建物 百万円 40 百万円 9

車両運搬具  －  0

器具備品  3  3

ソフトウエア  10  －

長期前払費用    －   0

計  54  13
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※４ 減損損失 

 当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 

前連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日）  

 当社グループは、原則として支店・店舗別に区分し、賃貸用不動産および将来の使用が見込まれていない遊休資

産については、個々の物件を単位としてグルーピングしております。 

 当連結会計年度において、営業に係る収入が原価を大幅に下回っていることより、収益性が著しく低下したこ

と、および、事業の用に供していない遊休資産のうち、時価が著しく下落した資産グループの帳簿価額を回収可能

価額まで減額し、当該減少額を減損損失（ 百万円）として計上しました。その内訳は、建物 百万円、土地 百

万円、器具備品３百万円、電話加入権０百万円であります。 

当連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）  

 当社グループは、原則として支店・店舗別に区分し、賃貸用不動産および将来の使用が見込まれていない遊休資

産については、個々の物件を単位としてグルーピングしております。 

 当連結会計年度において、営業に係る収入が原価を大幅に下回っていることより、収益性が著しく低下したこ

と、および、事業の用に供していない遊休資産のうち、時価が著しく下落した資産グループの帳簿価額を回収可能

価額まで減額し、当該減少額を減損損失（ 百万円）として計上しました。その内訳は、建物 百万円、土地

百万円、器具備品２百万円であります。 

  

 なお、当該資産グループの回収可能価額は正味売却価額により測定しており、建物および土地については不動産

鑑定評価額により評価しております。 

  

※５ 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含まれており

ます。 

  

場所 用途 種類 

札幌市白石区 販売設備 建物 

北海道岩見沢市 遊休資産 土地 

北海道稚内市 販売設備および社宅 建物および土地 

北海道旭川市 販売設備および遊休資産 建物、土地および器具備品 

北海道釧路市 販売設備 器具備品 

横浜市中区 販売設備 建物および器具備品 

－ 休止回線 電話加入権 

64 36 22

場所 用途 種類 

札幌市豊平区 遊休資産 土地 

北海道旭川市 販売設備 器具備品 

北海道釧路市 遊休資産 土地 

北海道砂川市 販売設備 建物および土地 

北海道苫小牧市 販売設備 建物および器具備品 

北海道名寄市 販売設備 建物および器具備品 

北海道函館市 販売設備 建物および土地 

東京都文京区 販売設備 建物および器具備品 

横浜市中区 販売設備 器具備品 

111 31 77

前連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

  百万円 359   百万円 －
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※１ その他の包括利益に係る組替調整額 

  

※２ その他の包括利益に係る税効果額 

   

（連結包括利益計算書関係）

  
前連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

その他有価証券評価差額金： 

当期発生額 百万円 516 百万円 1,854

組替調整額  △43  92

計  472  1,947

税効果調整前合計  472  1,947

税効果額  △87  △655

その他の包括利益合計  385  1,291

  
前連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

その他有価証券評価差額金： 

税効果調整前 百万円 472 百万円 1,947

税効果額  △107  △655

税効果調整後  365  1,291

土地再評価差額金：     

税効果調整前  －  －

税効果額  20  －

税効果調整後  20  －

その他の包括利益合計     

税効果調整前  472  1,947

税効果額  △87  △655

税効果調整後  385  1,291
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※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲載されている科目の金額との関係 

  

※２ 当連結会計年度に株式の取得により新たに連結子会社となった会社の資産及び負債の主な内訳 

(1) 株式の取得により新たに有限会社ヤマナダを連結したことに伴う連結開始時の資産および負債の内訳並びに有限

会社ヤマナダ株式の取得価額と有限会社ヤマナダ取得のための支出（純額）との関係は次のとおりであります。 

(2) 株式の取得により新たに株式会社ＨＱＦを連結したことに伴う連結開始時の資産および負債の内訳並びに株式会

社ＨＱＦ株式の取得価額と株式会社ＨＱＦ取得のための支出（純額）との関係は次のとおりであります。 

  

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  
前連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日）  

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日）  

現金及び預金勘定 百万円 20,050 百万円 19,739

預入期間が３か月を超える定期預金  △140  △141

現金及び現金同等物  19,910  19,597

流動資産  49百万円 

固定資産 3  

のれん 116  

流動負債 △38  

固定負債 △86  

㈲ヤマナダ株式の取得価額 45  

㈲ヤマナダ現金及び現金同等物 △5  

差引：㈲ヤマナダ取得のための支出 39  

流動資産  32百万円 

固定資産 2  

のれん 79  

流動負債 △70  

固定負債 △14  

㈱ＨＱＦ株式の取得価額 30  

㈱ＨＱＦ現金及び現金同等物 △16  

差引：㈱ＨＱＦ取得のための支出 13  
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１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、当社取締役会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象とな

っているものであります。 

 当社グループは、事業種別毎に子会社を運営しており、当社役員が統括および管理を行っております。

また、当社グループはこれらを基礎としているセグメントから構成されており、「医薬品事業」、「医療

機器事業」、「調剤事業」、「介護事業」、「その他」の５つを報告セグメントとしております。 

 「医薬品事業」は医療用医薬品の卸売および一般用医薬品の卸売を行っております。「医療機器事業」

は医療機器等の卸売を行っております。「調剤事業」は調剤薬局を営んでおります。「介護事業」は介護

用品等のレンタル・販売および介護施設の運営受託を行っております。「その他」は子会社の経営指導業

務、コンピュータ・ソフトウエアの開発・販売および計算業務の受託、保険代理店、ＳＰＤ（院内物流）

および新規開業支援を行っております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、たな卸資産の評価基準を除き、「連結財務諸表作

成のための基本となる重要な事項」における記載と概ね同一であります。 

 たな卸資産の評価については、収益性の低下に基づく簿価切下げ前の価額で評価しております。 

 報告セグメントの利益は、営業利益（のれん償却前）ベースの数値であります。 

 セグメント間の内部収益および振替高は市場実勢価格に基づいております。  

  

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

 前連結会計年度（自平成23年４月１日 至平成24年３月31日）  

  

（セグメント情報等）

ａ．セグメント情報

 （単位：百万円）

  
報告セグメント 

合計 
医薬品事業 医療機器事業 調剤事業 介護事業 その他 

売上高   

外部顧客への売上高 152,569  38,920  8,413  1,611  887  202,402

セグメント間の内部
売上高又は振替高  

 5,598  356  26  8  2,246 8,235

計 158,168 39,276 8,439  1,619  3,133 210,637

セグメント利益 682 490 378  179  692 2,423

セグメント資産 85,882 14,956 3,629  907  36,795 142,171

セグメント負債 53,835 11,710 1,816  255  591 68,208

その他の項目   

減価償却費 760  46  3  16  13  841

減損損失   48  16  －  －  － 64
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 当連結会計年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日）  

  

 （単位：百万円）

  
報告セグメント 

合計 
医薬品事業 医療機器事業 調剤事業 介護事業 その他 

売上高   

外部顧客への売上高 153,957  40,018  8,576  1,749  913  205,215

セグメント間の内部
売上高又は振替高  

 5,830  443  16  9  2,754 9,054

計 159,787 40,462 8,593  1,759  3,667 214,270

セグメント利益 860 531 258  172  767 2,590

セグメント資産 87,898 14,701 3,771  961  37,187 144,521

セグメント負債 54,086 11,169 1,936  256  683 68,132

その他の項目   

減価償却費 719  37  3  17  20  799

減損損失   75  8  －  27  － 111
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４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事

項） 

（単位：百万円）

   
（単位：百万円）

  
（単位：百万円）

  
（単位：百万円）

   
（単位：百万円）

  

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 210,637 214,270

セグメント間取引消去 △8,235 △9,054

連結財務諸表の売上高 202,402 205,215

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 2,423 2,590

セグメント間取引消去 △475 △576

のれんの償却額 △113 △34

たな卸資産の調整額 △13 △22

連結財務諸表の営業利益 1,820 1,957

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 142,171 144,521

セグメント間取引消去 △36,295 △36,529

たな卸資産の調整額 △13 △22

連結財務諸表の資産合計 105,862 107,968

負債 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 68,208 68,132

セグメント間取引消去 △1,300 △1,646

連結財務諸表の負債合計 66,907 66,485

その他の項目

報告セグメント計 調整額 連結財務諸表計上額

前連結会計年

度 
当連結会計年

度 
前連結会計年

度 
当連結会計年

度 
前連結会計年

度 
当連結会計年

度 

減価償却費 841 799 50  36  892 835

減損損失 64 111 －  －  64 111
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前連結会計年度（自平成23年４月１日  至平成24年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

  

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

 海外売上がないため、記載を省略しております。  

  

(2）有形固定資産 

 本邦以外の国または地域に所在する連結子会社および在外支店がないため、記載を省略しておりま

す。 

  

当連結会計年度（自平成24年４月１日  至平成25年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

  

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

 海外売上がないため、記載を省略しております。  

  

(2）有形固定資産 

 本邦以外の国または地域に所在する連結子会社および在外支店がないため、記載を省略しておりま

す。 

  

ｂ．関連情報

（単位：百万円）

  医薬品事業 医療機器事業 調剤事業 介護事業 その他 合計 

外部顧客への売上高  152,569  38,920  8,413  1,611  887  202,402

（単位：百万円）

  医薬品事業 医療機器事業 調剤事業 介護事業 その他 合計 

外部顧客への売上高  153,957  40,018  8,576  1,749  913  205,215
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前連結会計年度（自平成23年４月１日  至平成24年３月31日） 

  

当連結会計年度（自平成24年４月１日  至平成25年３月31日） 

  

前連結会計年度（自平成23年４月１日  至平成24年３月31日） 

  

当連結会計年度（自平成24年４月１日  至平成25年３月31日） 

  

前連結会計年度（自平成23年４月１日 至平成24年３月31日）及び当連結会計年度（自平成24年４月１日 

至平成25年３月31日）  

 該当事項はありません。 

  

ｃ．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

（単位：百万円）

  医薬品事業 医療機器事業 調剤事業 介護事業 その他 全社・消去 合計 

減損損失  48  16  －  －  －  －  64

（単位：百万円）

  医薬品事業 医療機器事業 調剤事業 介護事業 その他 全社・消去 合計 

減損損失  75  8  －  27  －  －  111

ｄ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

（単位：百万円）

  医薬品事業 医療機器事業 調剤事業 介護事業 その他 全社・消去 合計 

当期償却額  －  －  115  0  －  －  115

当期末残高  －  －  35  1  －  －  36

（単位：百万円）

  医薬品事業 医療機器事業 調剤事業 介護事業 その他 全社・消去 合計 

当期償却額  －  －  29  0  5  －  35

当期末残高  －  －  131  0  73  －  206

ｅ．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報
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（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

    該当事項はありません。  

  

 連結貸借対照表、連結株主資本等変動計算書、リース取引、関連当事者情報、税効果会計、金融商品、有価証

券、デリバティブ取引、退職給付、ストック・オプション等、資産除去債務、賃貸等不動産、開示対象特別目的会

社に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略してお

ります。 

（１株当たり情報）

  
前連結会計年度 

(自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日) 

１株当たり純資産額 円 1,550.99 円 1,651.67

１株当たり当期純利益金額 円 46.66 円 61.24

  
前連結会計年度 

(自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日) 

当期純利益（百万円）  1,171  1,538

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（百万円）  1,171  1,538

期中平均株式数（株）  25,116,125  25,115,851

（重要な後発事象）

（開示の省略）
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当事業年度 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 855 1,103

受取手形及び売掛金 0 0

前払費用 0 0

未収還付法人税等 68 99

繰延税金資産 24 23

未収入金 0 0

その他 16 0

流動資産合計 967 1,229

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 33 33

減価償却累計額 △5 △7

建物及び構築物（純額） 28 26

工具、器具及び備品 11 11

減価償却累計額 △7 △9

工具、器具及び備品（純額） 3 2

土地 31 31

有形固定資産合計 62 59

無形固定資産   

ソフトウエア 1 8

その他 5 0

無形固定資産合計 6 8

投資その他の資産   

関係会社株式 34,910 34,910

繰延税金資産 20 19

その他 0 －

投資その他の資産合計 34,931 34,929

固定資産合計 35,000 34,998

資産合計 35,968 36,227

㈱ほくやく・竹山ホールディングス (3055) 平成25年3月期 決算短信

－ 30 －



（単位：百万円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当事業年度 
(平成25年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

未払金 6 4

未払費用 13 15

未払法人税等 23 10

未払消費税等 10 8

賞与引当金 41 43

役員賞与引当金 47 40

その他 10 11

流動負債合計 152 134

固定負債   

長期未払金 25 22

退職給付引当金 52 51

固定負債合計 77 73

負債合計 230 208

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,000 1,000

資本剰余金   

資本準備金 1,000 1,000

その他資本剰余金 32,910 32,910

資本剰余金合計 33,910 33,910

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 1,253 1,534

利益剰余金合計 1,253 1,534

自己株式 △425 △425

株主資本合計 35,737 36,018

純資産合計 35,737 36,018

負債純資産合計 35,968 36,227
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（２）損益計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高 1,488 1,508

売上総利益 1,488 1,508

販売費及び一般管理費   

販売促進費 1 3

給料及び手当 489 524

賞与引当金繰入額 41 43

役員賞与引当金繰入額 47 40

退職給付費用 15 13

法定福利費 70 76

旅費及び通信費 15 15

賃借料 36 34

租税公課 8 8

業務委託費 67 56

その他 46 50

販売費及び一般管理費合計 840 867

営業利益 647 640

営業外収益   

雑収入 6 1

不動産賃貸料 8 7

その他 0 0

営業外収益合計 14 8

営業外費用   

不動産賃貸原価 21 19

その他 1 0

営業外費用合計 22 19

経常利益 639 629

特別損失   

臨時損失 － 15

特別損失合計 － 15

税引前当期純利益 639 614

法人税、住民税及び事業税 66 30

法人税等調整額 △7 2

法人税等合計 58 32

当期純利益 581 582
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 1,000 1,000

当期末残高 1,000 1,000

資本剰余金   

資本準備金   

当期首残高 1,000 1,000

当期末残高 1,000 1,000

その他資本剰余金   

当期首残高 32,910 32,910

当期末残高 32,910 32,910

資本剰余金合計   

当期首残高 33,910 33,910

当期末残高 33,910 33,910

利益剰余金   

繰越利益剰余金   

当期首残高 973 1,253

当期変動額   

剰余金の配当 △301 △301

当期純利益 581 582

当期変動額合計 279 280

当期末残高 1,253 1,534

自己株式   

当期首残高 △425 △425

当期変動額   

自己株式の取得 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 △425 △425

株主資本合計   

当期首残高 35,458 35,737

当期変動額   

剰余金の配当 △301 △301

当期純利益 581 582

自己株式の取得 △0 △0

当期変動額合計 279 280

当期末残高 35,737 36,018
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

純資産合計   

当期首残高 35,458 35,737

当期変動額   

剰余金の配当 △301 △301

当期純利益 581 582

自己株式の取得 △0 △0

当期変動額合計 279 280

当期末残高 35,737 36,018
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 該当事項はありません。  

   

１．有価証券の評価基準及び評価方法 

子会社株式及び関連会社株式 

  移動平均法による原価法 

２．固定資産の減価償却の方法 

(1）有形固定資産 

  定率法（ただし、建物（附属設備を除く）については定額法）を採用しております。 

  なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物及び構築物  ２～36年 

(2）無形固定資産 

  定額法を採用しております。 

  なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。 

３．引当金の計上基準 

(1）賞与引当金  

  従業員に対して支給する賞与の支出に備えるため、将来の支給見込額のうち当事業年度の負担額を計上してお

ります。 

(2）役員賞与引当金 

 役員賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当事業年度の負担額を計上しております。 

(3）退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務および年金資産の見込額に基づき当事業

年度末において発生していると認められる額を計上しております。 

 数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）によ

る定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしております。  

４．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理  

 消費税等の会計処理は、税抜方式を採用しております。 

  

(4）個別財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（重要な会計方針）
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(1）役員の異動  

① 代表取締役の異動 

  該当事項はありません。  

② その他の役員の異動 

 ・新任取締役候補 

   取締役          谷口茂樹（現 経営管理統括本部副本部長） 

 ・新任監査役候補 

   （非常勤）監査役     西本裕登（現 ㈱ほくやく非常勤監査役） 

    （注）西本裕登は、社外監査役の候補者であります。 

③ 就任予定日 

  平成25年6月27日  

６．その他
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